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法
閏
院
は
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
創
建
に
協
力
し
た
添
田
玄
春

の
実
母
で
あ
る
。
こ
の
法
閨
院
の
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）

八
月
一
二
日
か
ら
お
よ
そ
二
ヶ
月
に
わ
た
る
病
状
を
し
る
し
た

の
が
、
山
崎
文
庫
が
所
蔵
す
る
「
法
閏
院
病
中
日
記
」
で
あ
る
。

こ
の
間
に
往
診
を
う
け
た
医
師
を
は
じ
め
、
見
舞
に
お
と
づ
れ

た
人
物
、
見
舞
の
到
来
物
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
病
状

に
つ
い
て
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
み
ら
れ
な
い
。

本
書
は
一
六
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
一
二
・
二
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
三
二
丁
の
横
小
本
で
あ
る
。
島
田
筑
波
に
よ
っ
て
封

面
と
巻
末
に
識
語
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
法
閏
院
が
添

田
玄
成
の
妻
で
あ
り
、
玄
春
の
母
で
あ
る
こ
と
、
天
保
一
三
年

一
二
月
二
二
日
に
病
残
し
た
こ
と
、
浅
草
の
了
源
寺
に
葬
ら
れ

た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
往
診
を
う
け
た
医
師
に
は
伊
東

玄
朴
を
は
じ
め
、
西
川
玄
泰
、
岸
田
元
碩
、
甲
斐
静
庵
、
松
永

4(）

「
法
閏
院
病
中
日
記
」
と
島
田
筑
波

深
瀬
泰
旦

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室

壱
岐
、
山
口
観
竹
、
林
玄
宙
、
真
嶋
瑞
伯
が
い
る
。
ほ
か
に
親

戚
筋
に
あ
た
る
溝
口
讃
岐
守
と
堀
本
一
甫
の
名
が
み
え
る
。
溝

口
讃
岐
守
直
情
は
伊
勢
守
直
道
の
嗣
子
で
、
中
奥
小
姓
を
つ
と

め
る
五
千
石
の
旗
本
で
あ
る
。
法
閏
院
は
溝
口
氏
か
ら
添
田
氏

へ
嫁
い
で
玄
春
を
生
ん
だ
。
堀
本
一
甫
は
奥
医
師
法
眼
の
家
柄

で
、
代
々
一
甫
を
名
乗
っ
て
い
る
。
玄
春
五
世
の
祖
豊
寿
の
女

が
堀
本
一
甫
顕
晴
の
も
と
に
嫁
ぎ
、
こ
の
時
以
来
両
家
は
姻
戚

関
係
に
あ
っ
た
。

法
閏
院
は
天
保
一
三
年
八
月
一
二
日
朝
六
シ
時
に
発
病
し
た
。

こ
の
日
西
川
玄
泰
と
岸
田
元
碩
の
二
名
の
医
師
が
往
診
し
て
い

る
。
翌
々
一
四
日
に
は
伊
東
玄
朴
の
往
診
が
あ
り
、
以
後
一
○

月
一
四
日
ま
で
の
六
二
日
間
に
二
三
回
に
わ
た
っ
て
往
診
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
八
月
中
は
病
初
期
の
た
め
か
、
二
名
乃
至

四
名
の
往
診
が
あ
り
、
「
夜
詰
」
も
お
こ
な
わ
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
宿
直
と
解
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
の
日
記
で
は
病
状
の
記
述
は
き
わ
め
て
簡
略
で
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
が
大
小
二
便
の
排
泄
に
関
す
る
事
項
で
し
め
ら
れ
て
い

る
。
筆
録
者
に
つ
い
て
は
そ
の
記
載
が
な
い
の
で
判
然
と
し
な

い
が
、
医
家
に
お
け
る
病
状
経
過
の
記
録
と
し
て
は
な
ん
と
も



日本医史学雑誌第52巻第1号(2006)113

物
足
り
な
い
気
が
す
る
。
病
状
記
録
か
ら
み
て
法
閏
院
の
病
名

を
確
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

『
島
田
筑
波
集
」
（
日
本
書
誌
学
体
系
）
の
編
者
加
藤
定
彦
に

よ
れ
ば
、
識
語
を
か
い
た
島
田
筑
波
は
明
治
一
八
年
二
八
八

五
）
に
茨
城
県
新
治
郡
都
和
村
に
生
ま
れ
、
本
名
は
一
郎
で
あ

る
。
筑
波
と
は
岡
野
知
十
に
つ
い
て
学
ん
だ
俳
句
の
号
で
あ
る
。

青
年
期
か
ら
文
献
考
証
や
実
地
踏
査
の
癖
が
こ
う
じ
て
、
小
田

原
書
房
を
経
営
し
て
学
術
出
版
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
は
月
刊
誌
『
今
昔
」
を
創
刊
し
て
こ
の
方
面
の
発
表
誌

と
し
て
お
お
く
の
論
文
を
掲
載
し
た
。
か
た
わ
ら
東
京
市
職
員

や
嘱
託
と
な
っ
て
、
「
東
京
市
史
槁
」
を
は
じ
め
「
御
府
内
備
考
」

『
本
郷
区
史
」
な
ど
の
膨
大
な
基
礎
史
料
の
編
纂
や
校
訂
に
従
事

し
て
い
る
。
昭
和
二
六
年
二
九
五
二
九
月
一
八
日
に
六
六

島
田
筑
波
は
江
戸
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
三
田
村
鳶
魚
は
じ

め
、
森
銑
三
、
林
若
樹
、
三
村
竹
清
と
面
識
が
あ
り
、
わ
が
日

本
医
史
学
会
の
会
員
で
も
あ
っ
た
。
例
会
記
録
に
よ
る
と
、
昭

和
八
年
二
九
三
三
）
五
月
例
会
に
は
「
江
戸
時
代
の
医
家
漫

談
」
と
題
し
て
、
石
坂
宗
哲
の
段
年
齢
が
七
二
歳
で
あ
る
こ
と

『
本
郷
区
史
」
な

し
て
い
る
。
昭
一

歳
で
病
段
し
た
。

を
報
告
し
た
。
昭
和
一
○
年
（
一
九
三
五
）
二
月
例
会
で
は

「
中
村
中
椋
と
其
の
一
族
」
と
題
し
て
、
信
濃
国
高
遠
藩
の
漢

学
者
で
あ
り
医
師
で
も
あ
る
中
村
中
佇
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
の
よ
う
な
世
に
か
く
れ
た
医
師
を
発
掘
し
て
報
告
す
る
と
い

う
手
法
は
森
銑
三
な
ど
の
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
を
み
る
と
島
田
筑
波
は
森
銑
三
な
ど
と
同
臭
の
江
戸
学
研

究
者
の
有
力
な
一
員
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

島
田
筑
波
の
識
語
を
も
っ
た
古
文
書
が
、
そ
の
手
許
か
ら
ど

の
よ
う
な
経
路
に
よ
っ
て
山
崎
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
か
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。


